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はじめに
ノビタキ Saxicola torquatus は草原性の鳥類

で，北海道には 4 月中旬に渡来する夏鳥である
（藤巻 2012）．わが国でノビタキは繁殖期には
本州中部以北に分布するとされているが（日本
鳥学会 2012），既存の分布図を見ると，おもな
分布域は北海道である（環境庁 1979，Brazil 
1991，環境省自然環境局生物多様性センター 
2004，鳥類繁殖分布調査会 2021）．北海道の
草原性鳥類のなかでノビタキは普通に見られ，
草地や農耕地における調査ではよく記録される
種であるが，他の草原性鳥類と異なり，住宅地
でも小規模の草地があると生息する．

分布は形態や繁殖生態などと同じくその種の
基本的な特性の一つで，その種について総合
的な知見を得るのに重要な情報である．また，
個体群動向のモニタリング，鳥類相や鳥類群
集の地域差についての検討では（藤巻 2010，
2018，玉田 2020b），個々の種の分布に関す
る知見は基礎的なデータとしても重要である．

区画法で示された環境庁（1979），環境省自

然環境局生物多様性センター（2004），鳥類
繁殖分布調査会（2021）では，調査が 5 万分
の 1 の地形図（日本測地系に基づく地形図）を
縦横とも 4 等分した区画（約 4.5 km × 5 km，
以後「5 km 区画」とする）を単位として実施
されたが，分布図は 5 万分の 1 の地形図の大き
さの区画（約 18 km × 20 km，以後「20 km
区画」とする）を表示単位として示されている．
20 km 区画内には 16 の 5 km 区画があるが，
このうちの 5 km 区画 1 か所でも当該種が記録
されると，その 20 km 区画にその種が分布す
ることになる．そのため分布域が実際より過大
になる可能性があり，その種の分布について誤
解を与えかねない．

この報告では，筆者が北海道で 1976 年以来
行ってきた鳥類の生息状況調査の結果に基づい
てノビタキの繁殖期の生息環境について述べる
とともに，既存の論文や各種報告書などの調査・
観察記録を追加し，表示単位として 5km 区画
を用いて北海道におけるノビタキの分布図を示
し，この種の分布の特徴について述べる．また，

摘要
1976 ～ 2022 年の 5 月上旬～ 7 月下旬，北海道の 1,049 区画（4.5 km × 5.0 km）内の 1,186 か所での

ラインセンサスと 181 区画での定点調査，文献などの記録に基づき，ノビタキ Saxicola torquatus の分布を
明らかにした．ノビタキは北海道の平野と盆地に広く分布し，おもに標高 600 ｍ以下の草地と畑・水田に
生息しており，住宅地でも草地や畑のある所，また高山の開けた環境にも生息していた．区画法によって表
示する分布図で用いる区画の大きさの問題点を挙げた．
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区画法で分布図を表示する場合に用いる区画の
大きさの問題点を指摘する．

なお，この報告は北海道における鳥類の繁殖
期の分布に関する研究（藤巻 2022b）の一環
である．

調査地および方法
調査地は一部の離島（奥尻島，利尻島）を含

む北海道全域であるが，おもに調査したのは中
央部と南東部（北緯 44 度 0 分以南，東経 141
度 15 分～ 145 度の範囲）である．また，標高
では 0 ｍから 1,900 ｍまでの範囲である．

一辺が約 5 km の矩形区画 1,049 か所で調査
した．各区画に 2 km の調査路を 1 か所，一部
の区画では 2 ～ 3 か所（異なる環境にそれぞれ
1 か所ずつ）を設けた．調査路総数は 1,186 か
所である．調査時期は 1976 ～ 2022 年の 4 月
下旬～ 7 月下旬で，この間に 1 調査路につき 1
～ 2 回調査した．調査では 6 倍または 8 倍の
双眼鏡を用いた．調査時間帯は夜明けから 8 時
ごろまでで，調査路を約 2 km ／時で歩きなが
ら観察帯の幅を定めずに姿の視認または鳴き声
により確認できたノビタキを記録した．

調査路の環境を調査路沿いの環境にしたがっ
てハイマツ帯（調査路の標高は 760 ～ 1,900
ｍ），森林（標高 5 ～ 1,700 ｍ），草地（牧草
地，堤防の法面の草地，河川敷の草地，標高 2
～ 260 ｍ），畑・水田（標高 2 ～ 660 ｍ），住
宅地（標高 2 ～ 550 ｍ）に 5 区分した．草地
はおもに河川堤防の法面や河川敷の草地で，こ
の他に牧草地などがある．また住宅地では公園
などの緑地，空地となっている草地，川沿いに
草地がある場合がある．垂直分布では標高帯を
200 ｍ 以 下，201 ～ 400 ｍ，401 ～ 600 ｍ，
601 ～ 800 ｍ，801 ｍ以上に区分した．なお，
調査路に高低差がある場合には最低点と最高点
の中間の値をその調査路の標高とした．

上記の 1,186 か所の調査路で得られた結果を
用い，環境別・標高別に調査路総数に対するノ
ビタキが観察された調査路数の割合を百分率で
示した値を「出現率」とした．

分布図の空白部分をできるだけ少なくするた
め，上述の 1,049 区画以外の 181 区画で上記
の調査と同じ期間にラインセンサスより短時間
で実施できる定点調査を行った．この調査では，
区画内の任意の場所で日中の 20 ～ 30 分間に
観察された種を記録した．さらに以下の論文や
各種報告書の調査結果を用いた：阿部（1975），
阿部ほか（1970），旭川市（1991），芳賀・小
林（1989），花輪・黒沢（1985），橋本（1980，
1982，1986，1987，1988，1993，1996，
2007）， 林 田・ 橋 本（1972）， 日 野・ 中 野

（1992），北海道（1992，1994），北海道環境
科学研究センター（1993，1994，1996），北
海 道 野 鳥 愛 護 会（2001）， 池 田（2005）， 石
城・松岡（1972），磯（1987，1988，2005，
2007，2008）， 川 辺（1985，2003，2005，
2010），川辺・阿部（1982），川辺ほか（1983），
木 下（1999）， 今 野・ 藤 巻（2001）， 小 杉

（1989）， 黒 田 ほ か（1971）， 正 富（1976），
正富・富士元（1987），松本ほか（1986），松
岡（1973），道川ほか（1999），三浦（1988，
1989），宮本（2017），森（2010），中川（1981，
1982，1985），中川・藤巻（1985），中川ほ
か（2017），日本鉄道建設公団（2002），二村

（1987，2004），大迫（1988），貞国（2019），
佐 藤・ 石 川（1981）， 島 田（1996，2016），
嶋 崎（2006）， 嶋 崎 ほ か（2014）， 鈴 木 ほ か

（1990，1991），鈴木（1986），鈴木ほか（1983，
1989）， Tamada（2010），玉田（2020a），玉
田・ 梅 木（2007）， 富 川（2019）， 富 川 ほ か

（1995），筒渕（1998），渡辺（2019），由井
（1970）．この他に日本野鳥の会各支部報（道
南桧山 2013 ～，札幌 2018 ～，道北 2009 ～），
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室蘭支部とオホーツク支部のホームページ（オ
ンライン）の記録，未発表の個人記録も用い
た．その結果，ラインセンサスと定点調査のほ
か，鳥類相や鳥類群集に関する文献，探鳥会記
録などからノビタキの「在」または「不在」の
記録のあるデータが 1,859 区画から得られた． 
このような情報でも，ノビタキの地理分布や生
息環境の特徴を明らかにすることが可能であろ
う．

ノビタキの各環境間・各標高帯間の出現率
の差の検定には c2 独立性検定を用い，3 組以
上のデータの比較では多重比較（Holm 法）に

より有意水準を調整した．統計ソフトには R
（Ver.4.2.1）を用いた．

結果
1．地理分布

ノビタキが記録されたのは，1,859 区画のう
ち 978 区画，52.6％で，北海道内では広く分布
していた．ノビタキが記録された区画がある程
度まとまって見られたのは，函館平野（渡島地
方南部），内浦湾西部沿岸（渡島地方北部），倶
知安とその周辺地域の低地（後志地方南部），勇
払平野（胆振地方中部），石狩平野（石狩地方・

1 

 

図１ 図１．北海道におけるノビタキの繁殖期の分布 (1976 ～ 2022)．円は 5km 区画 ( 約 4.5 × 5km を示す．●
= 観察された区画，○ = 観察されなかった区画，・= 未調査区画．

Fig. 1. Distribution of Saxicola torquatus during the breeding season in Hokkaido (1976–2022). Circles 
represent approximately 4.5-by-5.0 km quadrates. ● =quadrats  with birds detected, ○ =quadrats with 
no birds detected, ・=quadrats with no census. . 
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空知地方），富良野盆地（上川地方南部），上川
盆地（上川地方中部），十勝平野（十勝地方中・
南部），釧路平野（釧路地方南部），根釧原野 (
釧路地方南東部・根室地方南部 ) と根室半島，
名寄盆地（上川地方北部），北見盆地（網走地方
中南部），斜里平野（網走地方東部），天塩平野（留
萌地方北部・宗谷地方南西部），オホーツク海沿
岸部（網走地方・宗谷地方）である（図 1）．

このように，ノビタキはおもに平野，盆地に
分布していたが，山間部でも少数の区画で観察
された．これらの山間部の区画における記録に
ついては，生息環境に関係があるので，詳しく
は次の「環境別・標高帯別分布」で述べる．

２．環境別・標高帯別分布
環境・標高区分ごとに全調査路数とノビタキ

の出現率を表１に示す．
ノビタキはおもに草地と畑・水田で観察され，

出現率は草地で 81.2％（95/117），畑・水田
で 78.7％（406/516）と高く，両者の間で出
現率に有意な差は見られなかった（c2 = 0.365，
自由度 =1，P > 0.05）．次いで住宅地で 19.1％

（13/68）であった（表 1）．住宅地でノビタキ
が観察されたのは，住宅周辺に畑や草地となっ
ている空き地があったり，住宅地を流れる川の
岸に草地がある場合であった．このほか，ハイ
マツ帯で 1 か所，森林 3 か所でノビタキが観察
された．ハイマツ帯でノビタキか観察された環
境は，雌阿寒岳 ( 釧路地方北部 ) の標高 1,200
ｍ，草本類や低灌木類が生育する開けた所であ
った．森林でノビタキが観察されたのは，調査
路沿いに草地（森林の調査路沿いの 13％と 15
％）か畑（10％）がある区画であった．

ノビタキの観察記録の大部分は標高 600 ｍ
以下で得られ，環境別に見ると草地と住宅地で
はおもに標高 200 ｍ以下，畑・水田では標高
600 ｍ以下であった ( 表 1)．ただし，畑・水田

の標高 601 ～ 800 ｍにおけるノビタキの記録
1 例は標高 660 ｍ，標高 801 ｍ～での記録 1
例は前述の雌阿寒岳の標高 1,200 ｍにおけるも
のなので，標高 660 ～ 1,200 ｍではノビタキ
の記録はなかったことになる．

全体の出現率は，標高 200 ｍ以下で 55.2
％（435/787），標高 201 ～ 400 ｍで 28.6％

（71/86），401 ～ 600 ｍ で 11.6 ％（10/86），
601 ～ 800 ｍ で 4.0 ％（1/25），801 ｍ 以 上
では 2.5％（1/40）であった．401 ｍ以上の
標高帯間では出現率に有意な差はなかったが

（c2=2.623，自由度 =1，P> 0.05），それ以外の
200 ｍ 以 下，201 ～ 400 ｍ，401 ～ 600 ｍ，
601 ｍ以上（601 ～ 800 ｍと 801 ｍ以上のデ
ータを併せた）の標高帯間では有意な差が認め
られ（200 ｍ以下 - 201 ～ 400 ｍ c2= 52.514，
200 ｍ 以 下 - 401 ～ 600 ｍ c2= 57.362，200
ｍ以下 - 601 ｍ以上 c2= 63.402，201 ～ 400
ｍ - 401 ～ 600 ｍ c2= 9.143，201 ～ 400 ｍ - 
601 ｍ以上 c2=17.401，自由度 =1，P < 0.01），
標高が高くなるにしたがって出現率が小さくな
った．

考察
北海道でノビタキは平野や盆地に広く分布し

ていることが，今回の調査結果から明らかにな
った．生息環境はおもに草地と畑・水田の農耕
地で，これらの環境での出現率には差がなく，
農耕地では標高帯別に見ても標高 600 ｍ以下
では 70％以上の出現率で生息していた．ノビ
タキは生息環境として河川敷の草地では高茎草
本のある所を選択し（Kinoshita 1997），その
他の環境でも巣を枯草などの覆いのある所に
造る（Fujimaki & Shibnev 1991, Fujimaki et al. 
1994）．そのため巣を造る場所は，河川敷の草
地では枯草の下，牧草地ではイネ科草本の株の
根元の枯草の下，畑や水田ではおもに側溝の法
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面の窪地の中や枯草の下である．この他，ノビ
タキは住宅地でも草地や畑があると生息してい
た．藤巻（1981）は 1976 ～ 1978 年に帯広
市の都心部から郊外の住宅地と農耕地までを調
査地として緑被率と生息する鳥類の種数との関
連を調査し，特徴のある分布をする６種の調査
地内における分布状況を示したが，ノビタキに
ついては示さなかったので，今回このときのデ
ータに基づいてノビタキの分布状況を示す（図
２）．ノビタキは都心部の市街地 ( 図 2 のコ・
サ列の 2 ～ 7) とそれらに隣接する住宅地（ケ
列の 2 ～ 4 とシ・ス列の 2 ～ 4）には生息し
ていなかったが，農耕地以外でも都心部にある
公園（図 2 のキ -8，ク -8），住宅地を流れる川
の岸の草地（図 2 のキ -11，ク -10，ケ -9，コ
-9，サ -9），郊外の住宅地（エ列の 1 ～ 3，イ・
ウ列の 13，14）であっても周辺に草地がある
と生息していた．このほか，森林でも 3 例と少
ないものの調査路沿いの一部に草地や畑がある

と生息していた．ノビタキは郊外の住宅地で家
周辺の空き地に草が生えていると生息できるの
で，森林でも調査路沿いに 10％程度の草地か
畑があると生息するこができると思われる．

高山帯での記録は，今回の結果では雌阿寒岳
だけであった．これまで高山帯における記録と
しては，雌阿寒岳で橋本（1987）もノビタキ
を記録しており，このほか大雪山系と十勝岳で
の記録が少なからずある．具体的には，沼の原

（標高 1,430 ｍ），天女ケ原（標高 1,250 ｍ），
姿見の池（標高 1,600 ｍ），高根ケ原（標高
1,800 ｍ），比布岳（標高 900，1,500 ｍ），十
勝岳望岳台（標高 950 ～ 1,450 ｍ）である（黒
田ほか 1971，正富 1976，川辺 1982）．

全ての環境も併せて全体の標高帯別に出現率
を見ると，標高が高くなるにしたがって出現率
が低くなった．これは標高が高くなるのにした
がって草地，畑や水田の農耕地が少なくなるた
めと考えられる．

2 

 

  

図２ 

 

図２．帯広市の住宅地と農耕地におけるノビタキの分布 (1976 ～ 1978)．● = 観察された区画，灰色の区
画 = 住宅地，白色の区画 = 農耕地と公園，A= 十勝川，B= 札内川，C= 売買川，D= 鉄道，■ = 調査地位置．

Fig. 2. Distribution of Saxicola torquatus in residential and agricultural areas of Obihiro City from 1976 to 
1978. ● =quadrats with birds detected, Grey quadrat= residential area, white quadrat=agricultural area 
and park, A=The Tokachi River, B=The Satsunai River, C=The Urikari River, D=railroad, ■ =location of 
the study area.
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以上に述べたノビタキの生息状況から，この
種が草地や畑がある開けた環境であれば生息
できる種であると言えよう．ノビタキは繁殖
期における湿原，草原，灌木草原，農耕地にお
ける調査では常に記録される種で（花輪・黒沢 
1985，Fujimaki & Takami 1986，橋本 1988，
玉田 2020），このような環境の鳥類群集の主
要な構成種である．

ノビタキはおもに低地に分布しているが，高
山帯にも生息する．北海道でこのような種には
ヒバリ Alauda arvensis やノゴマ Luscinia calliope

がいる（藤巻 1999，白木ほか 2022）．このよ
うな分布もノビタキの分布の特徴の一つであ
る．

北海道におけるノビタキの生息状況について，
Austin & Kuroda（1953），清棲（1978），Brazil

（1991）がほぼ同様のことをすでに述べている．
ただし，高山帯における分布については「大雪
山の標高 1,400 ｍ以下の草原」（清棲 1978）や「大
雪山では 4,000 feet（1,219 ｍ）以上の草原」と
記述しているが，低地における分布では具体的
な標高に言及していない．今回の報告では生息
環境毎と標高帯毎の分布について出現率を指標
として定量的に示すことができた．

最後に，区画法による分布図で用いる区画の
大きさについて述べたい．この方法による分
布図の表示単位としては，20 km 区画（環境
庁 1979，環境省自然環境局生物多様性センタ
ー 2004，鳥類繁殖分布調査会 2021），10km
区画（日本野鳥の会十勝支部・釧路支部 1987，
環境省自然環境局生物多様性センター 1999，
藤巻 2012，2022b），5 km 区画（藤巻 2002，
2022b，今回の報告）がある．藤巻（2022b）
はエゾライチョウについて，同じデータを用い
て 5 km，10 km（1/25,000 地 形 図 に 相 当 ），
20 km の区画を表示単位とする分布図を比較し，
10 km 区画を表示単位とした場合には 5km 区画

の分布図と比べて分布の特徴に大きな差異はな
いが，20 km 区画を用いると実際の分布とはか
なり異なる図となることを指摘している．ノビ
タキでも 5 km 区画の場合には上述のようにお
もに平野や盆地に分布していることが分かるが，
20km 区画の最新の分布図（鳥類繁殖分布調査
会 2021）では全域に分布しているように見え，
分布域が過大になっている．これは，20 km 区
画には 16 の 5 km 区画が含まれ，そのうち一つ
にある種の記録があると，20km 区画全体に記
録があるように表示されることにも一因がある．
今後，区画法による分布図で用いる表示単位に
ついて検討する必要があると考える．

今回の調査の結果，地理分布については従来
の知見と大きく変わるところはなかったが，ノ
ビタキの生息環境の環境別・標高別の生息状況
を定量的に示した．分布図については，調査結
果を文献などの記録で補足し，5km 区画とい
う小さな表示単位で示して従来より詳しい図を
示した．
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Distribution of the African Stonechat Saxicola torquatus in the breeding season 
in Hokkaido, northern Japan

Yuzo Fujimaki
Higashi 4, Kita 2-6-1, Bibai, Hokkaido, 072-0005, Japan

 
The African Stonechat Saxicola torquatus was censused along 1,186 transects (2 km in 

length) situated in 1,049 quadrates (4.5 by 5.0 km), in Hokkaido from late April to late July 1976-
2022. Additional data were obtained from spot census results and literature reviews to determine a 
more detailed distribution.  The African Stonechat was distributed widely in plains and basins with 
its main habitats in grasslands and agricultural lands less than 600 m in altitude. The occurrence 
rate (No. of transects of occurrence/No. of transects censused) of the stonechat was 81.2 % and 
78.7 %, respectively. In addition, it occurred in open habitats such as grassy strips and cultivated 
fields in residential areas and open areas of high altitudes. A problem of quadrat size used in 
distribution map was discussed. 
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